
地籍調査でよくある質問①

問：登記面積と測量後の面積が違うのはなぜですか？

↓
答：法務局の登記面積は明治２２年頃の地租改正事業
の測量結果が反映されており、現代の測量技術とは
格段の差があります。面積の違いは当時の測量技術
との差ということになります。
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地籍調査でよくある質問②－１

問：地籍調査の結果は、固定資産税に影響しますか？
 ↓

 答：固定資産税の土地の評価に用いる地積は、原則として土地登記簿に記載
されている地積によります。従いまして、地籍調査により土地の面積が増減し
た場合は、増減後の面積により課税されることとなります。
 

（詳細は税務課 土地担当へ 24-8858）
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500m2 480m2 500m2 520m2

調
査
前

登記された翌年から
480m2が課税対象となる。 

登記された翌年から
520m2が課税対象となる。

面積が減少した場合 面積が増加した場合

調
査
後

調
査
前

調
査
後

【土地の分合筆・地目変更等がある場合】



地籍調査でよくある質問②－２

 
 答：基本的には地籍調査により土地の面積が増減した場合は、増減後の面積によ
り固定資産税が課税されることとなります。
 しかしながら、地籍調査は、長い年月を要しますので、実施した地域と実施して
いない地域の住民の負担の公平性の観点から、土地の分合筆・地目変更等が
ない場合に限り、面積が減った場合は、地籍調査の結果が登記された翌年の
課税から反映することとし、面積が増えた場合は、島しょ部以外の地域の地籍調
査の結果が登記された翌年の課税から反映することとしています。

（詳細は税務課 土地担当へ 24-8858）
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500m2 480m2 500m2 520m2

調
査
前

登記された翌年から
480m2が課税対象となる。 

登記された翌年も
500m2が課税対象となる。

（島しょ部以外の地域の地籍調査完了年まで）

面積が減少した場合 面積が増加した場合

調
査
後

調
査
前

調
査
後

【土地の分合筆・地目変更等がない場合】



地籍調査でよくある質問③

問：名義変更はできますか？

↓

答：地籍調査では、名義の変更はできません。個人で
名義変更（所有権移転、保存登記）をしていただくこ
とになります。

Ａ太郎 Ｂ子
Ａ太郎 Ａ太郎
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地籍調査でよくある質問④

問：公図と現地ではＡとＢの土地の地番が逆になってい
ます。

↓

答：公図と現地とが一致するとは限りませんが、なぜそ
うなったかを調べる必要があります。調査の結果、地
籍調査で修正することも可能ですが、法務局の確認
がとれなければなりません。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

ＡとＢの土地が逆 調査の上修正する
ことが可能
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地籍調査でよくある質問⑤
問：公図には農道（里道）や水路がありますが、現地にはありません。
地籍調査で農道や水路を消すことはできますか？

↓

答：公図にある以上、元々その場所に農道や水路がなかったことが
証明できる資料がない限り、消すことはできません。農道や水路
は存在するものとして、表示させていただくことになります。

また、機能を失った農道水路については、一定条件のもと払い
下げの手続きを取ることができます。

（詳細は農林水産課 土地改良担当へ 24-8837）

田 田 田 田

公図には農道水路が
あるが現地にはない。

農道 水路

農道・水路を消すことはできない！
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地籍調査でよくある質問⑥

問：現況地目は「田」ですが、ゆくゆくは家を建てるので地目

を宅地にしたい。

↓

答：地目については所有者の意思とは関係なく現況で判断

することとなります。後々家を建てる予定であっても、現

況が田であれば地目も田となります。

 また、農地（田、畑）に関する地目変更については、

農地法により農業委員会の許可等が必要となります。
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